
庁内情報の共有に向けて
埼玉県秩父市 都市計画課
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１.GISデータの共有化に向けて
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部門ごとに異なるGISが導入されており情報共有が進まない

都市計画（P社）

建築指導
（地元設計事務所構築）

道路管理・整備（P社の子会社）

それぞれが異なるGISを導

入しており、組織内部の情
報共有に弊害

具体的弊害

都決と異なる線形での幹線道路整備
が行われ、その後の都市計画変更も
行われない、都市公園の中を都市計
画道路が通る…など

固定資産税・森林・上下水道

統計・公有財産管理

政策部局（空き家・商工）

ｵﾙｿ・地形図等の共有さえ
一部にとどまる
（古いまま更新されない）

加えて従来の建設部局以外での
GISデータ活用ニーズの増大







３.都市計画の立案での使用
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都市計画決定での活用

地区計画の策定（H31/1)・立案にあたり
GoogleEarth・ストリートビューを活用

ストリートビュー GoogleEarth

高さ制限（31m）のほかに、秩父市のシンボルである
武甲山への景観上の配慮を設定





５.都市マス・立適での位置づけ
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都市マス・立適の業務委託仕様書にi-都市再生を追加

平成32年度末公表予定の当市都市計画マスタープラン・
立地適正化計画において、成果物はSHPのほかKMLでの
納品を仕様書上追加

都市マス・立適の成果をGoogleEarthで閲覧可能に
住民広聴・近隣自治体との調整にも活用を期待

導入の容易さ（無料・航空写真更新等のメンテナンスが不要）は大きなメリット
GIS未導入の部署・自治体・市民等でもファイルをダブルクリックするだけで自らの
環境で再現できる（都市計画可視化サイトからダウンロードできるデータだけでなく、
自ら作ったkmlファイルを自治体のホームページに掲載する、ファイルサーバー上に
置いておくなど）

情報の共有・議論の活性化を期待
ただし情報強靭化に伴う標準外アプリケーションのインストールには課題が伴う
当市でも一般職員が利用可能な仮想環境での運用は行っていない。




